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質 問 者 件   名 要           旨 
質 問 の 

相 手 方 

１野村広志 １ 所信表

明につい

て 

⑴ 全ての市民が誰一人取り残されることなく、安心

して暮らせる持続可能なまちを目指して、市政運営

を進めるとしているが、これまで聞いた市民の声を

どのように受け止めて施策の展開を図っていくのか

考え方を問う。 

市 長 

⑵ 新たなごみ出し政策について提案がなされている

が、具体的な考えについて問う。 

市 長 

⑶ 市内公共交通の充実と利便性の向上について、具

体的な考えについて問う。 

市 長 

⑷ 松山地域の小・中学校統合後における各学校跡地

の利活用について問う。 

市 長 

教 育 長 

⑸ 立地適正化計画における土地利用の考え方につい

て問う。 

市 長 

⑹ デジタル行政の現状と成果を踏まえ、今後の展開

を問う。 

市 長 

⑺ 地域経済を活性化させるため庁内体制を整え、企

業誘致を進めるとしているが、具体的な考えを問う。 

市 長 

⑻ 充実したスポーツ環境を積極的にＰＲし、交流人

口の拡大と地域経済の活性化を図るとあるが、具体

的な考えを問う。 

市 長 

⑼ 「本市で学び体験する機会を創出するため、大学の

サテライトキャンパスを誘致する」とあるが、具体的

な取組について問う。 

市 長 

⑽ 第３次志布志市総合計画の策定に当たり、「ＳＤＧ

ｓに基づく『持続可能性』という軸で貫き」とあるが、

市民が求めているまちづくりに、どのように近づけ

ていく考えなのか問う。 

市 長 

２八代 誠 １ 高齢者

の健康維

持につい

て 

⑴ 高齢者の健康維持のために、グラウンドゴルフの

練習や大会に日常的に使用できる専用の施設を開設

できないか問う。 

市 長 

教 育 長 

⑵ 今回の所信表明には、「地域通貨の活用」の記載が

ある。大崎町では、「オオサキポイント」と称して健

康促進ポイント事業を展開しているが、本市におい

ても健康増進及び維持に関するメニューをこの地域

通貨の活用に取り入れることはできないか問う。 

市 長 
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２八代 誠 ２ 農業政

策につい

て 

⑴ 物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金の使途

について、本市は、国が示す多くの推奨メニューから

畜産配合飼料高騰緊急支援事業も選択している。選

択に至った経緯及び事業の内容について問う。 

市 長 

３ 伊﨑田

地区の住

居環境整

備につい

て 

⑴ 県の教育委員会学校施設課は、特別支援学校の教

育環境を改善するため、曽於地区において特別支援

学校の新築工事を含む令和８年度の当初予算案を公

表した。令和８年度及び次年度の事業費や工事の内

容について、市として把握していることがあるか。 

教 育 長 

⑵ 令和７年第３回定例会において、伊﨑田地区に移

住・定住を促進するための環境（住宅用地・学校職員

用戸建て住宅等）の整備の検討についての質問に対

し、「同地区への住宅用地や戸建て住宅の整備は考え

ていない」との答弁であったが、やはりこの機会に県

と連携しながらまちづくりに取り組むべきと考え

る。見解を問う。 

市 長 

３稲付洋平 １ 道路の

保全につ

いて 

⑴ 有明中学校から通山地区までの道路の保全につい

て問う。 

市 長 

 ① 経年劣化によりガードパイプのパイプが外れて

いる箇所がある。部分的な補修は実施されている

が、全体的な改善計画はないか。 

 

 ② 大型水路には土水路の部分があり、市道の路肩

崩壊にもつながるのではないかと考えるが、見解

を問う。 

 

４永田 梓 １ 所信表

明につい

て 

⑴ 医療・福祉体制強化の中で、「産前・産後のきめ細

やかなケアや相談対応ができる助産院や助産師の体

制を確保する」とあるが、具体的にどのような構想か

問う。 

市 長 

⑵ 人の流れを呼び込み、定着させる施策の中で、「民

間と連携した空き家活用を進める」とあるが、どのよ

うな構想か問う。 

市 長 

２ 危険廃

屋解体撤

去補助事

業につい

て 

⑴ 空き家の増加により景観が悪くなっている状況が

市内に散見されるが、危険廃屋解体撤去補助事業の

上限額を引き上げる考えはないか問う。 

市 長 

５小園義行 １ 所信表

明につい

て 

⑴ 子育て・教育の安心と質の向上として「小・中学校

へ入学されるお子様全員への入学支援金支給」と述

べているが、具体的な内容を問う。 

市 長 

教 育 長 
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５小園義行 １ 所信表

明につい

て 

⑵ 「『チョイソコしぶし』を、より便利で利用しやす

い運行形態へと見直します。また、福祉タクシーを含

めて利用者のニーズに合わせて最適化し、誰もが気

軽に移動できる公共交通を構築する」と述べている

が、具体的な内容を問う。 

市 長 

２ 消防行

政につい

て 

⑴ 消防団員の充足率の現状と団員の確保への取組を

問う。 

市 長 

⑵ 消防後援会の在り方について、今後、各自治会の会

員減少等を考えるとき、課題が多い現状の受け止め

と公的支援を含めた今後の対応を問う。 

市 長 

⑶ 消防出初め式に被表彰者の家族を招待する等、心

配りが必要と考えるが、見解を問う。 

市 長 

３ 国保に

ついて 

⑴ 県に納付する子ども・子育て支援納付金に関し、条 

例改正案が提案されていないことについて問う。 

市 長 

４ ガソリ

ンスタン

ドの減少

について 

⑴ ガソリンスタンドの減少が地域の生活維持に影響

を与えている。本市としてどのように捉えているか。 

市 長 

⑵ 国・県の支援と併せて、市としても支援策を考える

べきではないか。 

市 長 

６持留忠義 １ 畜産振

興につい

て 

⑴ 配合飼料の価格高騰が続いているが、本市として

の見解と今後の対応を問う。 

市 長 

２ 茶業振

興につい

て 

⑴ 肥料価格の価格高騰が続いているが、本市として

の見解と今後の対応を問う。 

市 長 

３ 鳥獣被

害対策に

ついて 

⑴ 令和７年度の鳥獣被害状況を問う。 市 長 

⑵ ワイヤーメッシュについて、現在までの市内の地

域別の設置状況を問う。 

市 長 

 


